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然への関心_J， r論理的な思考_J" r実験観祭の技能_J， r知識 ・理解_J， r原
理の応用・創意」の5項目が示されている。さらに，従来行われてきた各種の
浬科学カ検査問題作成。観点として一般に認められているものは， r知識・理































































































































































































































〔ヨ〕 直列 ・並列複合回路における抵 I(リ 各種せんいの性質
抗と1i1iJt:の関係 | イ.アノレカ リに対する性質
イ. 阿佐針。の会抵抗の算出 (26.7) I (63. 2) 
ロ.並列回路の一つを流れるfE流 I p.熱に対する佐賀 (86.0) 
の算出 (0.8) I (7) 重炭酸ソーダの熱分解によって
(9) 水をあたためるに必裂な熱量まと | 生ずる気体とその検出法 (47.3)










































イ 白米の成分 (61. 6) 


















































































I (4 J 上弦と下弦の三日月の弁別(35.3)
〔ラ〕 台風の進行に伴って変化するある
地点の風向 (52.2) 
(6) 大陸棚と漁場との関係・ (78.1) 
(8 ) 太陽雨中時の高度の変化と部屋の






























































































































































































I ~… 2 あし 3 黄
ラ.あ か 6. みどり 7. 青













































































































































32年度 (2 ) 
| 叩仰の配線凶にい山ろのーいぎのものの記
'号はどれか。その2番号ー をく 〉の中に書きなさい。
ィ.アースく 〉 ロ.コジデジサ{仁 〉
J 附 2:升 'T 4-1-



















































































































































































































33年度 (9 ) 
280Cの水 100グラムをプラスヨに入れ， 100ワッ トの電熱器にかけて熱した。こ
の水の温伎が1000Cになるには術分かかる'か。宅与を書きなさい。ただし.1ワッ ト
の電力は l秒間に0.24カロ Dー の熱を出し，また，電熱器の出す


























































































































































1. A， B， Cに咋たらく水圧の大きさは等しい。
2. 7}(庄は大きい方からA，B. Cの順となる。
3. 7.k庄は大きい方からC，B. Aの)1頃となる。
































































































































































































































の中に書き入れ，それを選んだ現由を簡単にmきなさい。!日I.vA I tclv I Rbli: I配 1キロカI rイ白川
番写!水分 !白質 !時肪 !化物 無線物ロD;1I理由
1 1 90. 1 1. 81 O. 21 5.り 1.21 281 笠 f
一「一一一一一「一一「一一一一ー ー-一一ー|日 lロ ノ〈ター ( 
2 1 9.81 38.41 18.01 27.71 4.81 4381 I 
「で でー「一一一「でてでi一一一一「ーでて1一一三十I I理由
3 1 11. 71 O. 81 86. 51 -1 O. 91 80喝 、
4 1 14ラ1 6.11 0.3μ8， 01~1I_3当











































a. そのままかわかすo 1. この硫酸はうすいのだから。
b・ 7J(でぬらしたタ芳ノレでぬぐってか 2. 硫酸はぬれたタオルでふけばおち
わかす。 るから。












































































































































































CaCOa + 2 HCl- 令
CaCh+H20+C02 ↑ 
現行教科r_1などでは，ζれらの反応が別々な単元でとりあっかわれており，










ィ.アノレカリに対して弱いもの…-・川田山田( ) ( ) 


















































































































































3. 7.k，*~. 4. ij化水素〕である。
ロ. i.kに水酸化ナ トリワム(かせいソーダ〕をとかす
迎由は
i 水酸化ナ ト日ワムから気体をとるためである。
2. 電慨に何を用いてもおかされないようにするた
めである。
3. 空気中の二酸化炭素がとけて水が酸性になるの
を中和するためである。
4. 液の中をmü~がよく流れるようにするためであ
る。
15 発生した気体が水にとけないようにするためで
¥ ある。
〉の中から，適当と
イ 57.596
ロ 57.5~多
水の電気分解に関する理解が確実であるかどうかをみようとした問題で，
イの小間は，陽極，I~極にそれぞれ集まる気体名について， ロの小問では，
電気分解しようとする水に水酸化ナ トリクムをとかす理由についてきいたも
のである。
1. 水の7低気分解によって陽極に酸京.l;~;慨に7.1<紫が発生するま盟由を， 電解
質溶液における電気の化学作用によって考えることができるように指導す
るとと。
第一学年で水の電気分解を行う目的は.7.kの化学的組成が水諜2と酸素!の
割合でできている.とと，したがって水は水索と酸索の化合物である ζとを理解
させるととにあった。とのような実験目的からみれば.7kボと酸1伎が 2: 1の
割合で分解されることが観察の焦点であって，どの極に何が発生するかは直接
の目的ではない。そこで第一学年での学習では，なぜ陽極に酸素が集まり陰極
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に水素が集まるかということについては，ただ，そのようになるのだという程
度の現象的な取り扱いに終る場合がが多いと考えられる。第一学年でζの程度
の学習を行い，その後これを?深める学習を行わないとしたら，酸素と水素が発
生する極を間違いなく記憶しているということはまことにむずかしいことであ
って，どちらの気体がどの極に生ずるのか，恐らくはっきりしないのが自然で
あろう。この問題のイの小問?と誤答した生徒の中には，発生する気体が酸素と
水素だということに気づきはしたけれども，どちらが陽僅だったかはっきりせ
ず，ために極名をとりちがえたものもあったであろう。また逆に，はっきりし
た根拠なくたまたま極名の選択を誤らなかった生徒も応ったことと忠われる。
気体名と極名との観念的な記憶ではなく，そのように分解される混由につい
て論理的に三考えられるように学習が行われているならば，気体名と極名の対応・
をことばの上では忘れたとしても，論理的に考えを進めるととによって正しく
対応させるととができるはずである。 そのためには， 第二学年で電1~質溶液中
の電気の化学作用について指導する際，ふたたび水の電気分解もkりあげて，
とのような観点、から理解を深めることがたいせつである。いいかえれば食塩の
電気分解や，酸とアノレカ 3の中和などとともに，イオンの概念によって統一的
な理解をはかるよう留意して指導することにより，この問題のような場面で間
違いなく自信をもって気体名と極名とを対応させる ζとができるようになるも
のであろう。
また， このような原理的理解の結果として，水の電気分Jjに水酸化ナトリワ
ムを用いる理由についても，理解しやすくなることと思われる。
2. 他の類似の現象(食i量水の電気分解〉と混同しないように，それぞれの
電気分解にウいて，物質の化学組成や電気の化学作用による変化の過程に
ついての理解を明確にすること。
食海水の電気分解aについての印象がはっきりしている生花や，水'に水酸化ナ
トリクムを加える理由のはっきりわかっていない生徒は，晦素と水素・を選んだ
り，水酸化ナトリヲムの電気分解ではないかと考ーえて困ったりしたものであろ
う，。特にこの問題では何を電気分解するかが問題の本文中には示きれず，図の
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説明とロの小間から7.1<.の電気分Mであると判断しなければならないので，なお
いっそう上記のような誤認による間違いがあったととと思われる。
第一学年で取り扱う7.kの電気分解や二学年て・指導する食!斑水の電気分解，電
気メツキなどをそれぞれ孤立的に行うのではなし総合して整理するような指
導の機会をもっとともに，電気の化学作用による物質の変化退程を明機に分
析して他と比較することができるようにすることがたいせつであろう。このよ
うな理解が確実になっていれば，小間ロで，とれを水酸化ナ}リクムの電気分
解ではないかと考・えてしを選んだり，酸とアノレカリ の中和と関係づけて 3をと
l ったりするような誤りはなくなることと思われる。
E 
生徒は習得した知識が他の言者知識と関係的構造的になっていない場合には，
表面的な類似現象やことばのよだけの関連や特:に感党的な興味をひいた事象な
どと混同して，誤った判断をしやすいものであるととに，じゅうぶん留意して
指導に当ることが肝要である。
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